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新南陽市埋蔵文化財調査報告　第1集

1　9　8　3

新南陽市教育委員会





序

　新南陽市富田清水にある勝栄寺は，陶弘政の開基によるもので，寺敷地内の北と西に残る土

塁は創建当時の遺構ではないかと考えられ，中世の富田市や富田港の歴史にも関係する貴重な

史跡であります。三坂圭治・小野忠熈両氏の史料的考察並びに予察調査により低地に築造され

た中世豪族屋敷跡と推定されていました。

　近年，都市開発事業により市街地の開発が進められ，本寺においても富田中央土地区画整理

事業により，敷地内の一部と周辺が開発されることになりました。

　新南陽市教育委員会では，昭和56年度に外濠跡の一部，昭和58年度に寺境内西部の一部の発

掘調査を実施しました。

　本書はこれらの実施した調査報告書であります。この報告書が地域の人々の文化財に対する

理解を深め，地方史研究の一助になれば幸せであります。

　調査を進めるに当って終始調査に携っていただいた山口県埋蔵文化センターの諸先生方並び

勝栄寺，地元の方々のご協力に対し深甚の謝意を表すものであります。

昭和59年3月

新南陽市教育委員会

教育長　武　居　哲　夫



例 口

1．本書は，山口県新南陽市富田清水に所在する勝栄寺遺跡の発掘調査報告である。

2．調査は，新南陽市教育委員会が昭和58年度事業として昭和58年8月26日～9月7日，12月

　21・23日にかけて実施した。

3．調査にあたっては，勝栄寺をはじめ地元関係各位から多大の協力・援助を得た。

4．調査は，山口県埋蔵文化財センター中村徹也・前田耕次・乗安和二三・渡辺一雄・西岡義

　　貴が担当した。

5．本書に掲載した地図は，国土地理院発行の50，000分の1地形図「徳山」，「防府」を複製した

　　ものである。

6．本書に使用した方位は磁北で標示し，レベルは海抜標高である。

7．出土遺物の整理については，山口県埋蔵文化財センター浅川由起子・後藤和美・西坂ひか

　　り・石井晶子・佐々木由美・岡田洋子の協力を得た。

8．本書には，昭和56年度に実施した濠の遺構確認調査（調査担当：山口県埋蔵文化財センタ

　ー中村徹也・大坪憲一・）の概要について併せて収録した。

9．本書の執筆・編集は，中村の助言・指導を得て乗安が担当した。



I

II

III

V

　　　　　　　　　　　勝　　栄

　　　　　　　　　　　　　　目

遺跡の位置と環境　……・………・………

調査の経緯………………・・………………

1．第1次調査…………………………・・…＿

2．第2次調査・………………・・…・………・…

調査の概要・・………………・………・…・…

1．調査区の設定……………・・…・・…………・

2．層序…・………………………………・……

遺構……………・………・……………・・…

1．上層の遺構………………・・………………

2．下層の遺構…………・……・…・…・………・

（1）石室墓…・……………・・…・……………・

（2）集石遺構・………………・………………

（3）土拡………………・……………………・

（4）溝状遺構………・………・・…・…………・

3．土塁………・・………・…・…………・…・…・・

遺物・・………………・………・…・……・…・

1．土器…・……………・・…・……………・……

2．土製品・鉄製品・………………・・…・・……

3．石製品…・……………・・…・………・………

まとめ・・…………………………………・・…

　　　寺

次

・………・………………・・……・…・………・… 　1

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 　2

・……・…………・・……・・…・……・・…………・ 2

…∴・・・・・…。・・・・・・・・・・・・・・…。…。・・・・…。・…。・・・…　2

・・・・・・・・・・・・・・・…。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…。・… 　7

・・・・・・・・…。・・・・・・・・・・・・・・…。・・・・・・…。…。・・・・・・・・… 　7

°°°
∵°°°°°°°°°°°°°°”°°’°°°°°°”°°’°°°’°°”°°°”°”°°°’7

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…。・・・… 　8

・・・・・・・・・・・・・・・…。・・・・・…；・・・・・・・…。。・・・・・・・・・・・・…　8

・・・・・…。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…。・・・・・・・・… 　8

・・………………・…・………・……・…・……… 　8

・……・…………・…・・……………・……・…… 10

・…………・……・・……………・…・…………・ 10

・…・………………………………・………・… 11

…・・……………・・…………・……・……・…… 11

…・……・………・・……・…………・……・…… 11

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…
　。・・・・・・・・・・…　。…　　12

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 　　13

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…
　。・・・…　　13

・・・・・・・・・・・・・…
　。・・・・・・…　1・・・・…　。・・・・・・・・・・・・・・・…　。・・　14



図版第1

図版第2

図版第3

図版第4

図版第5

図版第6

図版第7

図版第8

図版第9

図版第10

図版第11

図版第12

図　版　目　次

上：発掘前調査地近景（西から），下：同上（東から）

上：調査区全景（南から），下：同上（北から）

上：調査区中央部近景（東から），下：同上（西から）

上：調査区中央部近景（北から），下：南側東西トレンチ全景（東から）

左：STO1（東から），右：STO1（西から）

上：STO1完掘状況（北から），下：同上（南から）

上：STO2・SXO1・SXO2・SXO3・SDO2（南から），下：同上（東から）

左：STO2（南から），右：同上（西から）

上：SXO1土師器出土状況，下：A－01区集石

上：SKO2，下左：SKO4，下右：SKO3

土器・土製品

石製品

挿　図　目　次

第1図

第2図

第3図

第4図

第5図

第6図

第7図

第8図

第9図

第10図

第11図

遺跡の位置と周辺遺跡分布図…・…………・……………………・……・………・…・……1

濠土層断面図（北トレンチ東壁）・…………・……・・………・………・…・………・……・…2

調査区位置図・……………・…・………・・………・・………………・・………・・…3～4（折込）

遺構配置図……………………………・…・…・………・…・……・………・・……5～6（折込）

調査区土層図（東壁）・………………・・……・……・……・……・………・…・・………・…・…7

STO1実測図・・……・……………………・……・……・……・・……………・…・………・……8

STO2・SXO1・SXO2・SXO3・SDO2実測図…………・………………………………9

SKO2・SKO3・SKO4実測図……・……・…・……・………・・…・…・……・…・・……………11

土器実測図………・…・……・………………・………………・…・…………・……・・………12

土製品・鉄製品実測図・…………・……・・……・…………・…・…………・…・……………13

石製品実測図……………・………………・………………・…・…・…・…………・…・……・14



図版第1

職轡騨

嘲耀恥

上：発掘前調査地近景（西から）

下：同上（東から）



図版第2

雛eVtW螂鱒鞠鮮
　　　　櫛鴇樋

駄

麟

野㍉

も此 《

夢み

ウ

　㌔愈，
　　　　　鳩、cr
　　　　此悔直燭

兆懲

雛・思禰穿ty

　　　4h

，：＞e

Wvdylt

鰯r＾　x

　　サ虚4帝

　転＋v

灘ぎ幾麹欝
　　　騨
　　　　自へ齢瑠脇

豊㌧灘

饗豫翻轍轡…讐拠識鴫

　　　…一叢贈澄義㌻論轍ゴ驚犠講鷺騨

議攣肇講鰭・ド纂

ウ

働

鞠

欝 羅轟．－v。v

遜鱗譲

（為

“t 艦
　v！！

藷弊

繋

棄浮肇毛

e“e鐸曜

継ボ艶

な“Sl

漁

譲

ヴ甜＾斡5w

編麟＾
騨贈

驚

轟鷺

演
螺・

竃辮
洛。

th轟博糊駄ee

　　薦一”・・
Wv

翻

麟

燃輔欝
鱗

w凝ザ苗
継　　　　xぢ　〆耀・．

　押　rk博碓”勢　楡

◇ψ＾“

轟蜘
　艦

㌦

瞭

琳罎

趣ぜ．　膀
　凝　nt．v

磁

灘博騰金齢㌦論一ウ

獣勘囎譲畷

灘響

灘
聾

et 　Av秘Ut
ti－

》

欝
㍉錘

轡

謙鯉撫

ボ瀬 ♪y鱒く仲珊桝弥

解馳

繊’響謙
　　繍翻

　　　　く織

鋤

靴、

舞簿

ボ評
劇A削

・ノ搾」蜘・

學瀞甜”c

　彰年

　　懸凸

　　sff’ウ

㌔趨

上：調査区全景（南から）

下：同上（北から）



図版第3

．翻 黛“、

掛瞳

pa　i

鞭

鋳

v贈躍。，

礁翻
　　　　蝉　 v＋ N年“
　択Ul

嫌

　　　　　ズ騨

　　　　蟷ボ

箏
騨
蝿灘

郵欝賦鶴

静螺欝卿

　　　く“

藷麟i織薄

　　　　春熾
　　　　　　鳴盤

疑商

講蹴

tXtφ；’t

　　軌パ廉

糠

vl

船

攣購
　魔鈍♂

灘

驚

か醒榊

弊験礎臨

魯轡 撫．

欝　、。・、、，．き

騨く気・糧・垂
　　　　　　　　　　醇博

　　　vく＾　　　　　　　w駄

籍冤

㌔《螂・

　　　be’噂tU

嚇へら協㌔
　　　　》辱ア

　　　　　殊
　　　　　ウぐ壕

A賊
購

　　　　　　　弧｝
　　　　　　評4㌔》

　　　嘱蟻融
。麟轄．

x帝t“　＾｛

＾
㌔

一dy’

・ 漁

糊！桑ノ

趣v
　NX争

φbe

簿

嶽夢

鰹

上：

下：同

＾M
　㍉々

調査区中央部近景
　　　　　　　　　（東から）

　　　　上（西から）



図版第4

レ　　　　　 ㎎ウへ隠　　脚…　　　　　　　

触鯉鰻盤鎧》

　・綴
継職凱v“・

購脳漏轡
饗舞轟鐡・・

・欝欝．ゼ謝繁ボ．

　　　tWpa・・　．，　A

脚揮 繋
　　　　鋤

籔絶顯翫c一

轡夢
・・軸

　　　　・　　　　　．㌔襯帆一＾｛
　　　　　ば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘ　　　　

　　　　　　　　　　く　　、　　　　　　　　　　究
・　∵喚＾ゼ…　　　　、・　v、
　　　　　　　　　㍗》　

v

，　　，）x－，　’v　；ゼ笥

　　　1・tl＼秘㌻隷f
　　　　　　　　　か　い　　　　！　　　　　　　く　　　　　　Sv　　　をく　　　　　　　　　＾瓶続葡
　　　　　　　　　　　》　　　　　，　　　　ぎ　　　 v　　Vt　TV　　　　　　　v　　　　　　　く　AV
　　　　　　評♂し　 ：・vn

　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　）　　　　　へ　　　　　　
お

　　　　　　オvく　　　サら

　　　hジ屡酌憲

ジミ∵舷響績

　　　　　　A“

上：調査区中央部近景（北から）

下：南側東西トレンチ全景（東から）



図版第5

舜

：

・iゴ・

蓼　・＾

匙　㌔

二

葦

㍉

　。剰
　A　

削

．　藍垂
　“　

〆高
疏

　　・轍　“’纏
　v　　 w 轟
亭

‘　　雪

繍，

器，

議野癩
v・c－　　“）

馨瞬舞

灘晦，
∫　　懸“、

凄　　一

㌔く書　v）

舞　，

・）　’v

癖
タ　　　　

ウ

箋轟ぜ

帰季㌦．

学

　　　紘ゾ
　　　∫畢
　　ぜ譲　・ij
　　vfbO　・
　夢轟　 ヤ
Pt 卿鰐ご

みB　　　”

£鞍謡　x
・夢掛

“

曜く襲…

メく“㍗
＾

》〆

蟹

磁

vき、

1－．gt．．；

！

㍗

｝　　メ磯灘．
　碧／∵1薪∴慧簗

し蟹♂1二欝響

　轡訣『警岬こぼ∴評慧ゴ

　へ　　　　　　　　　く響，♂・

　　　　黙
　　ヴ
騨　㌦　，　　　∵
　㍗

　　　夢㌧　‘　　　ヤ
　＾等＾ビ塁藁欝∵㍉藩弘

　　　章　　　沖　　　A冶　　　壁　　　　　　　 ，

Pt　　　　　　　　や
〆

　　く鮎＾

　　　み”

鑓鍵蟄
∴黛嘱

㌦等

メ謬

糞

A憩
る

胃

8
望

べ
・9

食

x
8
曽



図版第6

蕊幽爵霧輪譲㍉ジゼ償“喪響轡伽
　・適鞭蹴触轡偲
　　　　　　　　、
　　　　鼻　　　　　　　

誇

　　ウ遭　　　　　　　　　　　　　　　曽　
　母　　　　　　　　　　　　 v

　　　　　い　　　　　ボ　　　　　　　 ヂ

　　。渉　＾v
㌔．謬譜
占　帆

び

yφ

〆．

　　　　　　　ざ
　　、・　　彗 ・

　な鱒ノ蝉、　　　v

職灘∴＿ド

M　　　 F

　　弾
　串

曽

㍗

桝

th－　Pt

　　　博　Ψ削　跡

　　　vVL茄　　　削
　　　　v＾　恥　　　　　th　“　　　く　　　　　　》　　臓営　　・：謎 ．　　くt”　　　　　，　＾
贈　　　 “

　　　轟ぜ　◇概

　　　　v　　　　　　　ヤず　lv
　　　～・　　党　誌ブニ晦
　　　　　　　　　く　b　　s≧　　　　　　　　　　　　1、　co　　　　　　　　　w　　　　　 勢

　　　　ノvア　　　　　　　帖ソ　　　》

　、サジ　　・、

　聴蝋ぞ
｛峨　 邦

＾ 嘱鳳く騨・

　欝濃
簸激㍉欝興。！轟辱琳

。い∴認潟戴∴．癌麟

　　藩癒塾
㌔帝群恥・

韓

。♂繁馨盤、

　　　・農．凡へ羊鴛
郎き，・・

　nyv蛎㍉・傾

　x　　“一で
　　“㌧　

鮮

争凸　 ．嚇

　　診7
　　　°蝉・

｝◇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ぶ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v氏　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾ　　　

ウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　狸’轍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く瓜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝N　　　’・fv　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾寒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　　　　

　

札犠　電札　。・。　㌦ぜま・1噂鞭が1姦編

ご驚蕪学　。・こ翔詩翻1．》。・＿．・痂＼

上：STO1完掘状態（北から）

下：同上（南から）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図版第7
域＼謎謙臨懸熊漫議，囎∴，1爵∴麟齢認1臨幽轟蕊偏鴛撫融

　　　欝嘩翼暴嘆獣議嘆饗難蠣野1・脚

　　　　　　　　　　　　．！鴫盛　馨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　零
　　　　　　　　　　　　嘆穫

　　練　　　 翻・y耀　　　　　 硬撚
　　　　　　　ギ鑓『響ッ　　ザ灘
　　い㌦紺瀞

洩＼“・・瀞護醇漁。轟灘

齢幾算壷蹄許

上：STO2・SXO1・SXO2・SXO3・SDO2（南から）

下：同上　（東から）



図版第8



図版第9

㍉ひ　　　　　　　v“r 譜膿欝

　　　　　犠灘

　　　　　糠耀．

　　触穣難　’

　　　　義”・

　　　　A　　　　　　　　　　　　N

　　　　夢虞㌶
　　　　…喉1嘆1・
　　　－vミド・怒

　　　蹄、

鼠譲　　鍮
　　　　　　　欝憲轡

隷　蝋　Vc「za、

辱潔鹸

？iXn｛

磐・姻聴
ブ講麟

ボー調㌔・・パ雌帆・＾

壌瓢べ鞍讐講
無｝醸　》

・∵謂痴　　儀鱒’薄
く　　　　　　　　く

樋麟嚢ご榔藁喰墾・

　＼漁∀受轟革一擁
　　　　　　　　　　　触〆Pt
　　　　　　　　　　　“・vSttヤゆ
　　　　　　　　　　　縄撫む・一
　　　　　　　　　　　》・㌦㌦““
　　　　　　　　　　　　　　’やル
　　　　　　　　　　　。嫉艦
　　　　　　　　　　　葱嫉審

　　　　　　　　　　　　　　M

£

　　Aい　》㌔se3
　vx　　t♪“　㌻鮎

　曽fv　x　膏㌔，AA

　㍉t卑　ア

．鵡y

）：a

戴　　　rf，

隈i

覧

『

　㌃
　，　　　　　Y　　i　ft

　瓦・、．継、
㍉’轡訟y㌦
・s・”　・v　　　v・ny

　　　　へbV＾恥　　・　貧
　かゐw 　　　　　tSopc
懸・甑／
　　　　wヌ魔　　～v

鞠・菰醗く’n

　∀イ　　騨
一吃　　・・e　s
　　瀬ヴ　　翫
　㌦、　““

上：SXO1土師器出土状況
下：A　O1区集石



図版第10
へ㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　wu

v 　　　　　　　て

v諮．i’ 　　　　　vec

轡・囑竃謬

撫講鞠淑諮轟騰騰き

　　　　　　　　　　　曳
　汐　　　　鞭ψ偽・’”　“　　　　　曾　　二樽x悔　t’鯉隔》帖
眠㌻㍉“∴∫賊∵嘩ギ・藷　　⇔湾麟
　　∵》・縞一抽　一・㌦．：羅　．ヅ野x．．

〆 ll亭：ゾ轟撫蕊蕊；謎ご鳶

さ：工憲ぎ鱒　　、　轟

・ 泌：螢愚必∴弩婁響糞

　　　　x　　u　　　　　　　ナく」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケdV
・ 　　　　　　　　　A　　　vN”　　　de　　　　　　　　　　　　　轟く
㌔

　一瀬》∴・・硬・こ懸搬謡

　　　一ig　　ゲ　・　＿．謝㍉、～
＾

醜＼貌、涌く∴＿纂馨鯨綴♪く論磁灘

く＿㍗＼船濾瓢∴1∴葦讐蕪

・＼、翼等：蕊撫～艶疑・・沸　 雛
Nな

、，

　．、。　’”∵き螺響蹴邸轟
　　　▼ウ、　　　　　博　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》

　　　　　な
　　”　ご、　　　　　　・・

∴？∵ビ噸．　㍉瞬麟蛭聯寸

　　　　幽絵・㌃繍轡讐．曹’嘆ボ・
　　　　’　き．・。，　、ギ礼
　　　　　　　磁占　　a　　　　m＞
　　　　ee　　　　　　　躰　　　　　　v　へ　　＾　　　　　1さ

　　　　．．、、t轍鮎．　・・　一．v　黛糧寧細

・く 盈灘撫爽染蛾・ごンづ麟球讃

　　　扁。　・x　　へ　　・　　恥璽許鰯

　　　　ぺ’　犠　一噸蒸

　　　　　騨欝講鰹

　　　　　　｝醸蜘．灘耀灘欝1

　　　　　　　購ヂ砂瀞　〃灘難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”鄭

　　　繋懇糞灘灘憲露蟻き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　譲

　　　　　　“＿・x｝㌻欝磐・協磯　　　一゜et　Xtiv・。

．

撫繁灘灘織遡｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請趣

み慨博鞠轟　　　　　触・　　　　㌧螢＄賊雄鰻
　　　　　　　　　　　　　。騒蟻　璽靱・・な鳳ぜ画悔

・

、鑑撫詮ご欝論曝☆、1・隊

働縫癖欝羅即　　編購

　　　　　　　　　　　　》ぐ鰹灘　　　　羅

　　　　　　　　　　驚鷲墜、灘難醜i轡憾藻薬響1羅

鼎謡

掛
、

£v

・属

態

E楓夢
ゐゑ

認

襲

蓼
“vY

蜘

Ls

上：SKO2，下左：SKO4，下右　SKO3



図版第11

tW．　．“A、伽、．　
ウ

a　　　　　櫛繍㈱
＼㌧！ウ　　、1．
　　　　・　　　’　　　きecc，　　ウ
　　気試趨藤ノ；・・、

1

響柵哩憂

　　、
　　　　　　ノ

　　　　　、ぎ　、，
　　　　　　Aゆt“　－
　　　暴ノぐ・　、
’

瀬聯・・’晦敏吋：棄難、　，．

唱、噸託ポ～一

ノ

2

1へ　　　　　　ぎ　　’
　　’　　　　㌃　＾　　　　　　　　　　㍗

　　　．　”q’窪、ニ

　　　　　　　　ノ

　　　　　　嚇鯉・　　・，

、．

を

」γ　　t

轟蓑嵐　　 触．

　　　　悔∵～，1

　　　　　　し乱

K　　　 凸磁・単冨ぼゆ響’za》蝉’、
ウ

　　　　　　　 、　も　　　　　／’

＾ 　　　　　　　　　　　タ　　　　

3
4

　　　’曳　，＿気璽野、蕪詠繭麟
＾

　　　　　　　　　　　3

脇’　　　　　　　　　　 ”A’・’

、 瀞灘辮脇

5 6

掘く；　“’

t‘W
；

書
飴

睾

　　’蛙
噸

、皆＾》瞭r

，・

、ぎ

避

転

”蜘鰍繍伽一＿，、）－r＿幽畑贈鳶鋼一”’

　　　　　　　　　l
　　　　t　　　　ノ　　ホ　　　　〉’、触鼎　　sv
　　、、ボ菟繁冨樋へ
　　x’　”M、　　、、　”いe

　・愛一～　s　．・　mth　・　、
　　　　し　轟c．．∴こ；、ナ評・♂　，・！

　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　
Sr

l垂灘～墜管rごe：1ざ㌃

嵐噸蜘麟麟麟繍幽蝉鯉

1 2 4 16

土器・土製品 （1：2）



図版第12

NLウ 噂
Mく

　肇

6

　　N　　が

ぜ

ザ

受幽醒Avnow

黛

　　　｝ゾ

トめ漕

ア

帥

　　i

　　調
輔　　 ㍉
轍　，此　v　、A

y

蚕x

部恥

筑

嚇

　　　　曽蜘’

㌦顯轟鍵

　　．．ソか

謝’

7

ユ

辱

A

魯

ぞ

罐

　　f

雛嚢撫

典v NL）v

t

響・

　　　茗

繋1・
　　　　｝

毒

L

欄

加

、

　　　f

羅蕊

　　　》

　　　夢
　㌔ゼ

　　㍗》

　　、　　A

　　　t
　5く㍗
博

多

軌

v

ρM

ぜ

削y

置聯『

4

A

　　　　　手》x）
　　　　　　く1

　、帝　　　　　ウ》
　　　　　　　　　lv　　　　））コN浄㌔冗

　ら　　　　　　　　　　　　〆

　　　㍉り
祥ウv　　　　　　　　　　　　｛硬　　　

　　　　　　㌦　　　　　　　　 爆

　　　　　鹸。＾　・

　　　　　　　　　　らM
　　　　　　　難二：飛

　　　　　　　苧塾　　　　　÷　、
　　　　　　　桑♂　　　　　　　　　？
　　　　　　　　　　　くひ

　慧　、，　？w・　　　x
㍉ウ”・ x，“　　A　x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

　　・　・’　　　　　沸
　　　　　　　　　　　嚇　く苓

　　　　　　　　　　　　蔑嫉A
　　　　　　　　　　　　忘》《v
く　　う

w　
　　　趣
　　　　　彰欄

　　蝕榊戦

　　毒

　　嚢
　　豊

　　妻

1・　a」

　fXへ“c，㌔

　ク
　　　　　　
　拳

．多

　ゑ　《

　ミ

　叢

　K
　奪く騨
　1
　ぎt・vx“V

8

2

　　　殉奉ぐ9吻磁晦夢盤、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vウ

　　　　　　　や＾画
　労v

　＾＄・　　　ポ　　　　羨　　　　く

　　　　　　　　　　　　　　　　t穫
　　　　　b　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア
　“Xt》

　　　　　　　　　zz　　　恭
　　　　　　　　　　　　s▼鼠　 ，D 　“ξ
　　　　　　vい　　　　　　　　　　　　　Kv

　　　Pt　　　　　　　笹薯炉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　素》
螂・ ，“　　　St穿　　 91
　　　　’　　　、く鮒　．＃
　　　蜘v　　　　w｝

　　　　　sc・　　　　、嘩　　ぢ
　　　　　　　　　広　　　MN　“＾　　離　　　　　　　　　　　　　　　　　お

識ゾ騰曳　…th・協
　　　　　　　　　　v脳
　　　　　　　　　庵鱒

　　　　　　　鴨“
　　　　　　　　　　　　　　　発

￥

　　　　　直
ve　　　　　，

’eこ　．・

　　A

　　　　7　　　毒

A

　　　　　　㍗
　　　　　　ウ
　　　　　　く
　　　　　　Y

　l
　　　　　　　恥
　b　．避；b・
　熔　v“
　　　ウ坐
▼　　　　　　　皆

漕　く

kv　Ft““’Nev　軸

　　　　　　　タ

　　　　　　、

　　　　　到㍍慧

　　・　躍

；璽ダ狸，

　　孔　　　　　　》
v

り 　騨
A

k

　　l　c
㌦ボ触・マ・

ぎズ
　　よ

　　　　　　∫

　くA

　　ρ苧　｝
　　　　　洲

　　　　《

　　　　5

曳’．・、

　　ぜ織疇

く騨　　　　　Ψ

　　　　　9　Cv
　tv　　　　“
　　　㍉卑
　　蔑・・㌦

　　　　　∵

　x　　es麗蔑焼
　　　　　　　　M鰹
　　　　　　　　　　漕麟

魂f・《　旨㌔ン
劔ご・語w’奪

晒γ　　　’：，
　w　　　　A　　　　　　　タ巫
　　　4　　　　　　　　　x
　　ゐ　　　　　　　　　 k“

幾㌧ご
　　　　　　　　　xi
㌔　　・　　　．。濯・
　噸＾　　　　　　　　　　　　ウ　？

3

　　　　　　　♪

　　　“避

　　　2

　　　岬
　　　く
　　　　　甲　　A翼

甑

索葱
　　　　　　㌢ご

　　A　　“塾Y

　　　　t

．＿＿＿＿幽＾

1

tX　　‘
　　典

　　　　転
　　　　　！

y，“・．・．1－．tWetl’一

㍉

A

A

A

串

　　　A
甘

A

饗

A

甘

A

》6

♪c“

’嚇

配

∵嘉丁

（

ξ

夢

　　　“　　3・　，

㌶メご満　浮v
“ 　｝　　　5　，　 ，

・艦畿㌦　　，t
　　　　！　　　　　　　A
　　　　　　　　　　　　》
vv 、
1　　　　　　　　　｛　》　　　　》
　　　　　w　 z乎　　　　　　　ウへ

　　《x｛　　、れ
　　　　　　N　　　　v　夕　t　　　　　｝t
　　　　　　　　　くh　　　　　　ひ　　　　　噛　　　v　ウ　㌻、
　　》　　　　　　　？
　　　　　　　　　　　　甘　　此　　　　　　　　く
　》
　　　　　　　　　　㍗く　　‘

　　　　　》　・くウ　　’
E

　　　　　　　　　　　　　　く
　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　♪
　　　　　　　　　　　多
　♪　　　　　　fi

“

t　　　k

響購讐

N

，　　昏

4

謬，

　く

w≧

　｝t
s　　　t

拳

＆蜘 h

壽

、　魚、

4

石
議．IJ

衣
ロ
ロロ （1：5）



1 遺跡の位置と環境

　勝栄寺は，新南陽市富田字清水に所在する浄土宗の寺院であり，周囲に土塁や濠をとどめて

いたことなどから，旧来中世豪族の屋敷構えを備えた遺跡として周知されてきた。当地一帯は，

富田川によって形成された沖積平野が展開し，背後に山麓をひかえ南に瀬戸内海を臨む。当寺

はこの河口近くにできた三角洲の上に立地しており，南には近世以降の干拓地が広がっている。

　沖積平野縁辺の山麓丘陵一帯には，弥生時代から古墳時代の遺跡が散在し，ことに沖合に

浮かぶ竹島の御家老屋敷古墳は，三角縁神獣鏡を含む舶載鏡4面・銅鎌26本・素環頭太刀・鉄

剣・鉄斧など質量ともに豊富な副葬品を出土した県内最古の前方後円墳として著名である。こ

れらの遺跡の存在は，この富田一帯が古くから周防の拠点的地域の一つとして，重要な位置を

占めてきたことを示している。古代には「和名抄」の富田郷・平野郷に含まれ，平野には山陽

道の駅家が置かれた。中世には国衙領富田保・平野保があり東大寺造営料に寄進されたが，大

内氏の一族陶氏が地頭職に補任され，一帯を支配していた。古代・中世を通じて当地は富田湊

を中心に交通の要衝として発展をとげる（第1図）。

欝
顯

鰯鱗

゜購、続

83曳

離癖藷

汐　弱島．

　　　　　　　　　　　　　第1図　遺跡の位置と周辺遺跡分布図

1勝栄寺　　　　　　　2竹島古墳群（前方後円墳・円墳）　3西ノ島遺跡（土師器包含地）　4的場宮の馬場遺跡（土師器包含地）

5若山城跡（室町時代）　6羽島古墳（円墳）　　　　　　　7源氏原古墳（円墳）　　　　　8曽根古墳（円墳）

9川本古墳（円墳）　　　10天王山遺跡（弥生時代石棺・後期土器包含地）　11武井遺跡（弥生時代石棺）　12武井比丘尼迫古墳（円墳）

13永源山墳墓群（横穴墓他）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　II　調査の経緯

1．第1次調査
　　　　　　　　　すいき
　勝栄寺は，山号を出城山と称し，開山は其阿清照上人，開基は陶越前守弘政と伝えられ，もと

時宗の道場であった。其阿上人は康暦元年（1379）に入寂しており，また永徳元年（1381）の

陶弘政による田地寄進状があることから，創建は14世紀後半と推定される。特筆すべきは寺院

境内が土塁と濠によって囲郭されていたことであり，これが創建時に伴うものかどうかは定か

でないが，江戸時代の『防長寺社由来』絵図には，土塁と濠がすでに描かれていた。土塁は今

日まで残存し，濠も近年までその面影をとどめていた。これらは中世豪族屋敷の構えを踏襲す

る遺構として古くから注目され，県内でも数少ない貴重な館跡として周知されてきたものであ

る。

　昭和45年，市の都市計画決定がなされ，この一帯に区画整理事業が予定された。そこでこの

事業の実施に先立ち，濠の実態を明らかにするため，昭和56年11月，第1次の発掘調査が行な

われることとなった。調査は，境内の北西，土塁の外側部分について，長さ15．5m，幅3mの

トレンチ2本を設定して実施された（第3図）。

　この結果，濠は幅約5．8m，深さ約1．6mで，土塁の輪郭に沿って巡ることが判明した。濠と

土塁の間には，濠の外肩より一段低い幅約4．2mの平坦部が裾を走り，この面から濠の底面まで

は深さ90cmをはかる（第2図）。この平坦面は，『防長寺社由来』絵図において，境内西半分の三

方にみられる土塁と濠の間の帯状部分に相当するものかと推定される。なお，濠内からは数は

少ないが瓦質土器片および下駄が出土している。

2．第2次調査

　その後，境内西側の空間地について，土塁を残して内側に都市公園を整備する計画が策定さ

れた。これに伴い関係機関による協議がなされ，表土を除去しての盛土工法ではあるが，境内

の状況はこれまでまったく解明されていないことから，今回事前に遺構の有無およびその内容

等を確認するため第2次の発掘調査を実施することとなった。調査は，新南陽市教育委員会が

主体となり，昭和58年8月26日から9月7日まで行った。調査面積は約206m2である。なお，

今回土塁の地形測量も併せておこなうことになり，同年12月21・23日の両日をこれにあてた。

5
　　　　　　　　3m

：表　土

：整地土

：砂礫土

：暗黒褐色粘質土
　（濠埋土）

5：地　山

第2図　濠土層断面図（北トレンチ東壁）
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第3図　調査区位置図
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　　　　　　　　　　　　　　　III調査の概要

1．調査区の設定

　勝栄寺境内は，北面西半分と西面・南面を土塁で囲まれている。東半分には本堂，中央に墓

地が営まれ，西端部には空地を残し今は畑として利用している。土塁のうち南面する部分は，

国鉄山陽本線敷設時に破壊され，元の位置より，北へ寄せて復元されたものである。北面・西

面の部分が旧来の土塁をそのまま遺すものとされてきた。今回の調査は，境内西端部の畑地を

対象としたものである。

　調査にあたっては，対象地全体に3×3mのグリッドを設定した。まず01ラインに沿って幅

3mの南北方向のトレンチを入れて層序を確認し，遺構の検出に伴いこれを西へ3m拡張。さ

らに遺構の広がりを確認するためAライン・Xラインに沿って幅2mの東西方向のトレンチを

順次設定した（第4図）。

2．層　　序（第5図）

　調査地の基本的な層序は，第1層表土（耕土），第2層黄灰褐色砂質土，第3層褐色粗砂から

なる。第2層は整地層で，ノJ礫や黄榿色・青灰色粘質土塊を混じる。弥生土器・土師器（播鉢）・

瓦質土器（鍋）・陶器（播鉢）・青磁・瓦などが包含されている。地表面から第3層まで深さ約40

cm，この上面は中央部で高く南と．北側へやや傾斜している。第3層は少なくとも70cm以上の厚

さをもち，それ以下では若干の地下水の滲出がみられる。おそらくこの第3層が勝栄寺創建寺

の基盤層と推定できる。第3層からは若干の弥生土器片などが出土しており，旧河口付近の三

角洲の形成時期をうかがう1つの手がかりとなる。

　遺構は，現代の掩乱拡を除いて，第2層および第3層上面に検出された。以下，第2層のも

のを上層，第3層のものを下層の遺構としてとり扱うことにする。

2．80m

1

2．80m

　　　　鴨　、　、・　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

O

躍晶
3：褐色粗砂

　　2m

第5図　調査区土層図（東壁）
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IV　遺 構

1．上層の遺構

　上層の遺構として，柱穴とみられる小ピット・土拡・溝状遺構がある。小ピットは，D・E－

01区に集中して認められたが，ほかにはW～C－Ol・02区およびX－05区に散見されたにとどま

る。いずれも建物としてのまとまりを示すものはみられない。このほか，B－01区では径1．5×

1．3m・深さ約30cmの不整円形の土拡SKO1が検出され，　Z－01・02区で東西方向に走る幅1m，

深さ45cmの溝状遺構SDO1が認められた。小ピットから染付・土師器片などが出土しているこ

とから，これらの上層遺構は，いずれも近世ないしそれ以降に属するものと推定される。

2．下層の遺構

　下層の遺構は，調査地中央のやや微高地状を呈する部分を第3層まで掘り下げて検出された

もので，Y～C－01・02区，　A－03～05区に分布する。これらには，石室墓・集石遺構・土拡・

溝状遺構などがある。

　（1）石室墓

　STO1（第6図）長さ2．54m，中央部幅1．14rnの隅丸長方形に近いプランの掘り方をもち，

深さ32cm。掘り方内には，径20×10cm前後の円礫を用いて5～6段積み重ね，箱形の石室を構

築している。北壁・南壁の下半では礫の長辺を利用して横積みし，上半および東・西壁では小

口積みとしている。壁面はほぼ垂直に近く，東壁のみやや上方が内側にせり出している。壁体

と掘り方との問には，若干の裏込めがなされている。石室内法は，長さ1．85rn，西端部幅50cm，

中央部幅42cm，東端部幅35cmで，西から東へ狭まっている。石室上面の東端には，蓋石1枚が

ξ

霜
山／

m／

250rn

菖
0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

ti－　＝＝　‘

第6図　STOI実測図
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　　　　　　　　　　第7図　STO2・SXO1・SXO2・SXO3・SDO2実測図

残存し，石室内西端底部には枕石と推定される小礫2個が認められた。人骨はまったく遺存し

ていなかったが，枕石の位置および石室の規模からみて，頭位を西へ向けた仰臥伸展葬と推定

されよう。

　石室内には，褐色粗砂が流入埋積しており，須恵器・土師器（糸切り底）小片などが包含さ

れていた。また，裏込めの埋土上半中からも土師器小片が，北壁礫間から土錘が検出された。

遺構の時期を決定する資料としては不十分であるが，類似の遺構であるSTO2が室町時代後半

の遺構に切られていることから，少なくともこれ以前に属するものである。

　STO2（第7図）　SDO2およびSXO1・SXO2によって切られているため掘り方の規模は明

瞭でないが，深・さは約30cm，　S　TO1と同様の石室をもつ。石室壁体も西壁から南壁にかけて大

きく壊されているが，残存する石室内法は，長さ1．6m，幅21cmをはかる。　STO1よりひとまわ

り大きい円礫を3～4段積み重ねて壁体とし，裏込めはほとんどなされていない。石室東端の

幅が狭いことからみて，石室プランはSTO1同様西が広く東へ狭まる形状であったと推定され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　9　一



る。出土遺物は認められないが，SXO1・02・SDO2との切り合い関係から，室町時代後半以

前に位置づけられる。

　なお，Z－01区とA－04区で，東西方向の列石を検出した。あるいは，　STO1・02のような石

室墓に類似したものかとも推定されるが，掘り方が明瞭でないことなどから，性格は不明である。

　（2）集石遺構（第7図）

　SXO1径約1．15×1．Om，深さ約35cmの長円形の掘り方をもち，内部に径10～40cmの大小の

円礫がまとまって検出された。この礫群は掘り方の上半部に集中し，下半には認められず，底

面には6個体分の土師器皿がまとまって出土した。この遺構はSTO2を切っており，またSX

O2とも切り合っているが，先後関係は埋土からは明瞭ではなかった。礫の分布状況からみれば，

SXO2によって切られた可能性もある。出土遺物からみて，室町時代後半に属するものである。

　SXO2　径約1．4×1．1m，深さ約35cmの長円形の掘り方をもつ。掘り方上半に，径10～30cm

の円礫，五輪塔の火・水輪，宝筐印塔の反花座などが集中して認められた。石塔類はいずれも

原位置を保ってはいない。掘り方下半部には何も検出されなかった。礫間や埋土中から，土師

器（皿・鍋）片や鉄釘が出土した。この遺構はSXO3と切り合っており，　SXO3が新しいと推

定される。室町時代後半の遺構とみられる。

　SXO3　南端が調査区外へ延びているが，径約0．9m前後の円形に近い掘り方とみられ，深さ

約20cm。掘り方内には，径20cm前後の円礫が集積され，五輪塔の地輪2個が検出された。この

うち西側の1個は，掘り方底面に据っており，やや傾いてはいるが原位置に近い状態と推定さ

れる。室町時代後半のものであろう。

　これらの集石遺構の性格については明瞭ではないものの，SXO1では完形品を含む6個体の

土師器皿が出土し，供献遺物とみても不合理ではないこと，さらにSXO2・SXO3では石塔類

が存在することから，一応火葬墓としての可能性を指摘しておきたい。

　なお，SXo2の西側やSTo1の北側にも，径30～50cmの小規模な範囲の集石が認められた。

いずれも明瞭な掘り方をもたず，また集石の範囲も小さい。これがsxo1～03と同一の性格の

ものかどうかについては明らかでない。

　（3）　土　　拡（第8図）

　SKO2　径約3．1×2．5mの不整形を呈し，深・さ10cm。西北隅には，さらに径2×1．4mの楕円

形で，深・さ10cmほどの落ち込みがみられる。この落ち込み部には，径10cm前後の円礫の集積が

認められ，五輪塔の空風輪が含まれていた。土拡内からは，土師器皿・瓦質土器鍋・播鉢・白

磁皿・弥生土器壺・土錘など時代の異なる遺物が混在して出土した。最も新しい時期の遺物か

らみて，室町時代後半の遺構と考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　SKO3　長径1．44m，短径0．66mの楕円形を呈し，深さ13cmをはかる。土師器・須恵器・六
つれ

連式製塩土器・陶器片などが出土した。

　SKO4長径1．23m，短径0．64mの不整な楕円形を呈し，深・さ15cm。土師器（皿）・須恵器片

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一10一
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第8図　SKO2・SKO3・SKO4実測図

が検出された。

室町時代後半に

属するものとみ

られる。

　（4）溝状遺

　　構（第7図）

　SDO2　幅60

cm，深さ20cmの

南北に走るもの

で，STO2を切

っている。埋土

から瓦質土器片

が出土，室町時

代のものとみら

れる。

　以上の遺構の

ほかに，Y～A

－01・02区で柱穴

状の小ピットが

検出されたが，

まとまりを示す

ものは認められ

なかった。

3．土　　塁

　境内の西側に残る北面・西面の土塁は，後世の崩落や改変によって内側裾部や上面に乱れが

認められるが，地形測量の結果，現状での裾部の幅約7～9m，上面幅約1～2m，高さ約

2．5～1．5mとなる。なお山門の東側には，庄江森大明神石祠の鎮座する高まりがみられる。こ

の石祠は江戸時代の『防長地下上申』に記載されており，この高まりが南面する古い土塁の一部

であったとすれば，土塁で囲郭された南北幅は土塁の芯々距離で約56mをはかる。東西幅につ

いては，東西土塁がすでに壊されているため不明である。

V　遺 物
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　今回出土した遺物には，弥生土器・土師器・須恵器・陶磁器・瓦質土器などの土器のほか，

土錘・鉄釘・石塔類などがあり，弥生時代から近世以降のものまで広範な時代にわたるもので

ある。土器はほとんどが小片であり，室町時代に属するものが大半を占める。ここでは，遺構

出土の遺物を中心としてとりあげておきたい。

1．土　器（第9図）

　SXO1（1～6）遺構の下面からまとまって出土したもので，いずれも土師器の皿。口径9．5

cm，器高2cmの小型のもの（1）と，口径11．4～12．2cm，器高2．4～2．7cmのひとまわり大きい

もの（2～6）がみられる。いずれも器壁が非常に薄く，体部は回転ナデ調整，底部は糸切り。

焼成良好。室町時代後半に位置づけられるものである。

　SXO2（7・8・12）　7・8は土師器皿でSXO1の2～6と同タイプ。7は復元口径11．9cm，

器高2．3cm，底部は糸切り。12は土師器鍋で，口縁下に鍔状突帯をもつ。外面ヨコナデ，内面ヨ
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コハケ目調整。胎土に砂粒多く含み，焼成やや軟質。室町時代に属する。

　SKO2（9・10・13～16）9・10は，　SXO1の2～6と同タイプの土師器皿。底部に板目を

残す。14は瓦質土器の播鉢で，内面に9条単位のカキ目が認められる。外面灰黒色，器肉は灰

色を呈し，焼成良好。13は瓦質土器の鍋。「く」の字状に外反する口縁の端部が内側上方に立ち

上がる。外面銀灰色，器肉灰白色を呈し，焼成良好。いずれも室町時代に属するものである。

15は白磁皿。淡緑灰白の粕が外底部近くまでかかり，器肉は灰白色。平安末～鎌倉時代のもの

とみられる。16は弥生土器の壺。複合口縁の屈曲部外縁に3条の擬凹線，内傾して立ち上がる

口縁上半外面に5条単位の櫛描波状文，4条単位の櫛描鋸歯文をめぐらす。弥生時代後期のも

のである。なお，15・16は混入遺物とみられる。

　STO1（11）土師器の皿ないし杯の底部。全体に磨耗が著しいが，底部は糸切りであろう。

器壁はやや厚手で，胎土に金雲母を含む。焼成やや軟質。室町時代に属する可能性もあるが，

SXO2より先行するものとみられる。

2．土製品・鉄製品（第10図）

　1～3は土錘i。円孔を有する管状のもので，太型（1）と細型（2・3）のものがある。1

は，長さ5．2cm，胴部幅3．8cm，孔径1．8cmで，重さ58．49。STO1出土。2は，長さ4．8cm，胴部

幅1．3cm，孔径0．5cm，重さ6．99。3は，現存長3．9cm，胴部幅1．3cm，孔径0．5cm，重さ4．59を

はかる。2・3はSKO2出土。

　4は片面に刺突文を施した厚さ1．8cmの板状土製品。3方を欠失し，背面は無文。榿褐色を呈

し，胎土に長石，石英粒を多く含む。焼成良

好。性格不明であるが，胎土焼成は弥生土器

に近く，あるいは分銅形土製品の退化型式か

とも推測される。V－01区第3層出土。

　5は鉄釘。長さ5．6cm，頭部をやや折り曲

げ，身の断面は不整な方形を呈す。一部に木

質をとどめている。SXO2出土。

3．石製品（第ユ1図）

　1～5は五輪塔の一部である。1は空風輪

で，頂部がわずかに宝珠形を呈し，下端には

火輪にさし込む柄が一部残存する。現存高

20．4cm，空輪胴部最大径13．6cm，風輪胴部最

大径14．2cmをはかる。SKO2出土。2は火輪。

軒の反りはあまり顕著ではなく，四隅の先端

に面取りを施す。上面に柄穴が削り込まれ，

下面水輪との接合部も浅く削られて凹んでい
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る。高さ7．5cm，下面幅17×16．4cm，上面幅7．9×7．3cm。　S　XO2出土。3は水輪で，上下両面

とも中心に向けて削り込んで凹みをつくっている。高さ15・．・・5cm，上面径14cm，下面径10．5cm，

胴部最大径18．8cmをはかる。　SXO2出土。4・5は地輪で，いずれも上面中心に向けて削り込

み，凹ませている。4は，高さ12．3cm，上面幅17．1×19．4cm，下面幅20．1×21．3cm，5は高さ

11．4cm，上面幅19．6×20．2cm，下面幅18．9×20．Ocm。両者ともSXO3出土。

　6～8は，宝筐印塔の一部である。6は九輪から請花にかけての部分とみられ，九輪最大径

9．7cm，請花最大径10．4cm。　B・－Ol区3層上面出土。7は請花から伏鉢の部分とみられ下端に柄

が削り出されている。請花最大径11．3cm，伏鉢最大径12．2cmをはかる。　X－02区3層上面出土。

8は反花座で，各辺に蓮弁2葉ずつ，四隅に間弁を配す。上面・下面ともノミ加工痕が顕著に

みられ，中心に向け両面から刹り込み貫通孔を穿つ。高さ8．3cm，上面幅19．5×19．5cm，下面幅

26．2×26．3cm。五輪塔の基礎の可能性もある。　SXO2出土。

　これらの石塔類は，いずれも室町時代後半頃の所産と推定される。

VI　ま　と　め

今回の調査は，境内の西端部にあたる空間地を対象としたもので，本堂などの主要な建物か

らは離れた場所に位置しているが，上下2つの遺構面を確認することができた。上層の遺構に
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は，土拡・溝状遺構・小ピットがあり，近世ないしそれ以降のものである。下層の遺構には，

石室墓・集石遺構・土砿・溝状遺構・小ピットなどがあり，石室墓が室町時代後半以前，その

他の遺構は大半が室町時代後半に属するものとみられる。

　これらの遺構の中でとりわけ注目されるものに石室墓がある。石室の構造は，一見古墳時代

の竪穴式石室に類似したもので，その時代的位置づけが問題とされよう。STO2が室町時代後

半の遺構に切られていることから，それ以前のものと考えられるが，石室内からこれに伴う遺

物が検出されず，上限の時期についてははっきりしない。STO1の掘り方埋土上半から土師器

の皿ないし杯とみられる底部片が出土しているが，時期決定の資料としては十分なものではな

い。しかし，勝栄寺の創建は14世紀後半と推定されることからすれば，境内における墓地の形

成はこれ以降とみなすことが自然であろう。そうすれば，石室墓の築造は室町時代前半～中頃

に比定されるのが妥当と考えられる。中世墓の実態は多様であり，この遺構もそうした一一例と

して位置づけることができるであろう。

　ところで，今回遺構に直接関係するものではないが，第3層から弥生土器，各遺構埋土中に

は須恵器・土師器・陶磁器など，勝栄寺創建時よりも古い時代の遺物小片が若干出土している。

これらの遺物は，河口三角洲の形成期，さらには付近一帯に創建以前における遺跡の存在した

可能性を示唆するものとして注目されよう。

　今回検出された遺構の分布状況をみると，近世ないしそれ以降のものは非常に稀薄であるが，

室町期には墓地として利用されていたことをうかがうことができる。調査地一帯は，創建以降

断続はあったとしても室町時代後半まで墓地としてその一画を占め，それ以降はほとんど利用

されることなく空間地であったものと推定されよう。境内の全体的な位置関係からみて，この

一画が主要な部分を占めた可能性は薄く，創建以来の主要な建物群は，現在の本堂とほぼ重複

する場所にあったと想定して大過ないであろう。

　いずれにしても今回の調李を通じて，これまで全く不明であった境内内部の状況の一端を明

らかにすることができた。ことに特異な構造をもつ石室墓は，県内はじめての出土例として注

目され，多様性に富んだ中世墓の実態解明に一つの貴重な資料を提供することとなった。なお，

土塁については今回地形測量を行なったが，勝栄寺の歴史的変遷をより一層究明するには，今

後この発掘調査に期待される所が大きいといえよう。しかしそれにも増してまず必要とされる

ことは，県内で数少ない中世豪族屋敷の様相をとどめた貴重な遺跡として，これを将来にわた

って十分に保存していくことであろう。

　　〔参考文献〕

　　〇三坂圭治・小野忠熈『出城山勝栄寺の土塁等に関する調査報告書』（昭和47年）。

　　○山口県教育会『山口県百科辞典』（昭和57年）。
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